「心に残る文化財子ども塾」学習指導案
日時：平成26年5月20日（火） 9:35～12:15 

　場所：大田市立久手小学校1階多目的室　 　

講師：埋蔵文化財調査センター職員２名　　

大田市教育委員会職員１名　　
対象：大田市立久手小学校  ６年生　39名  
古代の人々の生活にふれよう～勾玉づくりに挑戦～

○ 久手町の古代の歴史や遺跡について知り，文化財に対する興味や関心を高める。
○ 勾玉づくりを体験することで，古代の人々の生活の様子や物づくりの技術について知る。
	時間
	学習活動
	支援や留意点（準備）

	9:35
9:40
10:30

10:40

11:40
	１．はじめ
　○ねらいと学習内容

　○講師の紹介
２．地域の歴史や遺跡について

○久手町にある遺跡

○遺物を見る

○歴史上の玉
【休憩・トイレ】10:25～10:35
３．勾玉について

　　○勾玉の作り方

４．勾玉づくり
　○場所と用具の説明
　○作業手順の説明

　○作業

５．まとめ
　○片付け
　○感想発表

　※教室へ戻ってからアンケート記入

	○学習の見通しを持つ
○学級担任が進行する

○身近な遺跡について知る

○講師が進行する

○勾玉がどんなものか知る
（プロジェクター）
（パワーポイントパソコン）

○勾玉づくりの工程を知る

○講師が進行する

○講師と学級担任が進行する
○天候が良ければ中庭で作業する

○悪天候の場合はブルーシートを敷く

（玉作りセット）（工具）
○学級担任が進行する

（ほうき）


